
令和８年度 エデュケーションかすが 取組及び達成基準

１ 共育（共に育てる）の充実

施策（大項目） 中項目 小項目
令和８年度の取組

(◇：新規、◆：継続)
令和８年度の取組の達成基準

［１］コミュニティ・ス

クールの充実

（１）コミュニティ・ス

クールの理解促進

①小学校区や中学校区におけるコミュ

ニティ・スクールの趣旨や取組への理

解・共有の促進

◆「春日市コミュニティ・スクール 3つ

の要点」の周知

◆学校ウェブ、学校だより等による継続

的な情報発信

◆自治会と連携した取組状況の発信

・「春日市コミュニティ・スクール 3つ

の要点」の学校、家庭、地域への周知

・継続的な情報発信の各校への推奨

・取組状況の発信に関する自治会への依

頼

②コミュニティ・スクールに係る市民の

認知度の向上

◆直接広報による継続的な情報発信（市

ウェブ、市報、動画等）

◆間接広報を活用した効果的な広報（プ

レスリリース等）

・市ウェブの充実、市報への記事掲載、

動画の活用等

・プレスリリースの実施等

（２）コミュニティ・ス

クールの取組の充実

①学校運営協議会の更なる充実（学校・

家庭・地域の対話が最適解を生む）

◆熟議の重点的テーマの設定

◆学校運営全体の充実・改善に向けた学

校運営協議会におけるＰＤＣＡサイクル

の推進

◆児童生徒の学校運営協議会への参加促

進

・「3つの要点」の観点に立った三者連携

カリキュラムの見直しに関する熟議の

全校実施

・熟議の全校実施及び学校運営への反映

に関する状況の把握並びに各校への推奨

・児童生徒の学校運営協議会への参加に

関する状況の把握及び各校への推奨

②コミュニティ・スクールの取組状況の

定期的な評価・検証

◆学校運営協議会による学校関係者評価

を通した教育活動の成果の検証

◆学校関係者評価及びコミュニティ・ス

クール進捗状況評価の全校実施

・学校関係者評価及びコミュニティ・ス

クール進捗状況評価の全校実施及び結果

の分析

・評価結果の市ウェブへの掲載

③三者連携カリキュラムをはじめとする

連携・協働活動の充実（子どもの自己肯

定感の「根っこ」を育む・地域の活力に

つながる）

◆三者連携カリキュラムの実施及び一部

見直し

◆全校の三者連携カリキュラムに関する

情報の収集と共有化

◆地域学校協働活動拡充補助事業の実施

・三者連携カリキュラムの全校での計画

的な実施及び一部校での見直し

・全校の三者連携カリキュラムに関する

情報の収集及び各校へのフィードバック

・執行率８０％以上

（３）学校・家庭・地域の

連携協働体制づくり

①地域コーディネーターによる連携支援

の定着・充実

◆地域コーディネーターの研修機会の確

保

◆地域コーディネーターの役割の周知徹

底、活用促進

◆地域コーディネーターの活動状況の把

握と情報の共有化の継続的支援

・地域コーディネーターを対象とした市

独自研修及び連絡会議における情報共

有の実施

・国県主催研修の情報提供

・地域コーディネーターの学校組織図等

への位置付け及び学校、自治会、ＰＴＡ

への周知の継続



②連携協働体制の充実と地域コーディ

ネーターの効果の検証

◆各校での連携協働体制の充実に向けた

熟議の推進

◆地域コーディネーターの配置効果の継

続的検証

・連携協働体制の充実に向けた熟議の一

部校での実施

・関係者からの聴き取り等による地域

コーディネーターの配置効果の継続的検

証

③連携・協働活動の中心的な担い手の確

保と幅広い住民の参加の促進

◆学校、自治会、ＰＴＡ等と連携した活

動の中心的な担い手の確保

◆連携・協働活動への参加人数の目標設

定

・人材情報の学校、自治会、ＰＴＡ等と

の共有及び地域コーディネーターを通じ

た人材確保の継続

・各校での地域学校協働活動への参加人

数の目標設定及び達成方法の検討



２ 学校教育の充実

施策（大項目） 中項目 小項目
令和８年度の取組

(◇：新規、◆：継続)
令和８年度の取組の達成基準

［１］きめ細やかな指導

体制の一層の充実

（１）確かな学力の向上

と課題解決力の育成

①教職員の指導力向上 ◆教育長や教育委員会職員が学校に出向

く授業訪問や全教職員対象研修の実施

◆小学校における教科担任制の推進

◆ＡＬＴ（外国語指導助手）、ＪＴＥ（外

国語活動指導員）による授業支援

◆ＩＣＴ支援員を各学校に派遣すること

による、教育用ＩＣＴの活用支援

・授業訪問における指導助言や、研修を

通じて、教職員として必要な資質・能力

について理解している。

・自校の教科選択制の効果や利点につい

て、校長会の協議や主幹教諭研修で具体

的に説明できる。

・授業の振り返り等において、「外国語教

育が楽しい、分かる」等、児童生徒が好

意的な回答をしている。

・ＩＣＴ支援員による授業支援や環境整

備により、教育用ＩＣＴ機器の活用が進

んでいる。

②基礎学力の定着 ◆全国学力・学習状況調査、福岡県学力

調査及び市独自の学力調査の結果分析

に応じた個別最適な学習の実施

◆各小学校における補充学習「まなびや

春日」の実施

◆１人１台端末を使用したデジタルドリ

ルの活用

・基礎・基本の問題の正答率８割以上を

目標として、中３は12月、それ以外は２

月に実施（当該学年の内容の積み残しを

少しでも減らすために、実施後に復習週

間を設置する。）。

・「まなびや春日」の実施による個に応じ

た学力定着の推進がされている。

・デジタルドリルを十分に活用し、学力

の定着度の把握がされている。

（２）いじめの防止等の

徹底

①いじめの早期発見、早期対応、早期解

決

◆校内いじめ問題対策委員会の実施の徹

底

◆アンケートの定期的・随時の実施とそ

の活用

◆スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）

による各種相談対応等の支援

◆１人１台端末を活用した、いじめ等の

相談窓口の案内

・校内いじめ問題対策委員会を開催し、

組織的指導体制を整えることができてい

る。

・アンケートを基に対象者へ聞き取りを

行い、早期発見早期対応につなげている。

・細やかに対応することで、いじめの早

期発見、早期対応、早期解決につなげる

ことができている。

・端末を活用した案内を行うことで、児

童生徒が相談しやすい環境を作ることが

出来ている。

②校内指導体制の確立 ◆学校、家庭、地域、関係機関との協力 ・いじめ防止等対策推進委員会、いじめ



体制の強化

◆学校に対するいじめ報告書提出の徹底

◆ＳＳＷ、スクールカウンセラー（ＳＣ）

による校内研修等の実施

問題連絡協議会等を開催し、協力体制を

強化することができている。

・いじめの発生を的確に把握し、適切に

月例報告をしている。

・専門職を活用した校内研修等により、

教員のスキルアップができている。

（３）不登校児童生徒の

支援の充実

①不登校児童生徒の支援の充実 ◆教育支援センター「マイスクール」に

おける柔軟な教育課程の編成

◆各小中学校の状況に合わせたスマイル

ルームの最適化と教育支援センターと

の連携強化

◆不登校児童生徒の実態分析及び学習機

会の確保

◆赴任者研修、不登校対策推進会議、不

登校担当者会議、専門スタッフ会議の実

施

◆体験活動プログラム等による自立・学

校復帰支援

・マイスクールにおいて、児童生徒の状

況に合わせた創意工夫ある活動が行われ

ている。

・各小中学校の児童生徒の状況に応じて

スマイルルームの運営を随時見直すこと

とともに、教育支援センターのノウハウ

を生かすことが出来ている。

・教育支援センターを中心として、調査

分析を生かし、今後の具体的支援、対策

につなげることができている。

・各種会議、研修会等により、学校組織

としての支援方法等を情報共有すること

ができている。

・多様な経験を積むことで自己肯定感を

高めることができている。

②専門職による積極的支援 ◆教育相談員、ＳＳＷ、ＳＣの積極的な

活用と外部機関との連携

◆専門職員の定期的な研修会の実施によ

る指導力の向上や好事例の共有

◆早期対応と効果ある取組の徹底

・専門職を活用することで、各種課題に

対し、専門的な見地から様々なアプロー

チをすることができている。

・不登校担当者会議や不登校対策推進会

議等を活用し、全校の担当者の指導力及

び意識を高めることができている。

・上記の研修会や校長会などを活用し、

早期対応を推進するとともに、効果的な

取組を学び、対応につなげることができ

ている。

（４）特別支援教育の充

実

－ ◆指導主幹による各学校の特別支援学級

の巡回訪問指導の実施

◆研修による特別支援教育コーディネー

ターの指導力向上

◆認知機能トレーニングソフト導入によ

る機能向上支援

・特別支援教育コーディネーターへの研

修を実施し、指導力向上を図ることがで

きている。

・学校教育課と子育て支援課に配置され

ている指導主幹による巡回指導により、

特別支援学級の教員の能力向上を図るこ



とができている。

・認知機能トレーニングソフトを小中学

校の特別支援学級及び通級指導教室に在

籍する児童生徒に導入することで、機能

向上を支援することができている。

（５）学校ＩＣＴ基盤の

充実

－ ◇学習用タブレット端末の更新 ・令和９年度の更新後端末運用開始に向

けた環境整備や教職員への説明会を実施

する。

◆統合型校務支援システムの活用 ・システム運用の定着が図られている。

（６）学校における働き

方改革の推進

－ ◇拠点校・合同部活動、廃部等への移行

検討

・休日の運動部活動の地域展開に向けて

地域コーディネーター配置の予算要求

等、なんらかの取り組みを行っている。

◆休日の部活動の地域展開の推進

◆部活動練習実績表の集計

◆業務量管理・健康確保措置計画に基づ

く施策の推進

◆勤務時間管理に基づく超過勤務時間の

削減

◆教育委員会による伴走支援

・運営体制の維持が困難な部活動につい

て、なんらかの対策を行った。

・各学校から提出される部活動練習実績

表の集計し、活動日数が市の指針の範囲

内であることが認められる。

･業務量管理・健康確保措置計画に基づく

各種施策を効果的に実施している。

･月 80 時間を超える超過勤務者数の削減

ができている。

･教育委員会による伴走支援により業務

改善を推進できている。

（７）幼保小連携の推進 － ◆春日市幼児教育指針に基づく小学校と

幼稚園及び保育所との連携強化

・幼保小連携担当教員を中心にスタート

カリキュラムが各小学校の教育指導計画

に位置付けられ、着実に実施されている。

［２］児童生徒の心と体

づくりの推進

（１）豊かな人間性の育

成

①豊かな人間性の育成 ◆学校の教育活動全体を通じた組織的・

計画的な道徳教育の推進

◆規範意識育成学習の計画的な実施

◆授業での学校図書館活用支援

◆学校における子どもの読書活動推進事

業の実施

・全体指導計画等が的確に実施している

ことが認められる。

・規範意識育成事業を計画的に実施し、

意識の育成を図ることができている。

・授業支援件数の増

・図書の展示やイベント件数の増

②人権感覚と実践力の向上 ◆小学校第６学年及び中学校における社

会科基底カリキュラムの実施

◆県副読本等（かがやき、あおぞら、あ

おぞら２）を活用した計画的・系統的な

学習指導の実施

・児童生徒の実態把握や人権感覚の向上

を目指し「社会科基底カリキュラム」を活

用した授業実践交流会を実施する。

・県副読本等を活用した授業交流会が実

施できている。

（２）体力の向上と食育

の推進

①体力・運動を通じた心と体づくり ◆体力向上プラン（一校一取組）

◆体力アップチャレンジＫＡＳＵＧＡ

◆視力低下を防ぐ取組の推進

・各学校が策定したプランに沿った取り

組みができている。

・各小学校で目標達成者を表彰すること



ができている。

・各学校で視力低下を防ぐトレーニング

を行っている。

②望ましい食習慣の定着 ◆お箸の正しい使い方の推進

◆給食を活用した食育推進（食文化、地

産地消、献立等）

◆食育啓発の充実

・和食の日（１１月２４日）に合わせ、

１１月を正しい箸使い推進月間とし、小

中学校の給食で、箸使いをテーマとした

献立作成及び給食だよりに箸使いに関す

る記事掲載を行う。

・（小学校）地産地消の取組が継続して行

われている

・（中学校）給食アンケート結果を踏まえ

た献立の充実

・食に関する指導研修会の実施

・市ウェブサイトの定期的な更新

［３］安全・安心な教育環

境づくり

（１）安心して学び、暮ら

せる環境の整備

①学校、家庭、地域、関係機関等の連携

による安全体制の構築

◇民間企業等との連携による通学路の安

全体制強化の検討

・民間ノウハウを活用した学校への危険

箇所適時報告による現状把握及び潜在的

危険箇所把握の実施

◆校区の実情に応じた通学路安全プログ

ラムの実施

◆保護者、地域住民、児童生徒それぞれ

の視点を取り入れた危険箇所の把握

・全小中学校における危険箇所の把握と

対策の検討

・学校運営協議会での検討を踏まえた危

険箇所の把握

②学校規模、地域連携の視点からの校区

再編

◆校区の在り方の検討 ・校区の在り方について情報収集し、必

要に応じて再編を検討する。

③学校施設の計画的な改修の推進 ◇春日原小学校大規模改修工事（第１期）

◇春日東小学校大規模改修工事（第１期）

・工事を安全かつ適正に実施し、完了す

る。（春日原小学校 令和９年３月完了、

春日東小学校 令和９年３月完了）

◆春日中学校大規模改修工事（第２期）

◆春日東中学校屋内運動場改築工事

・工事を安全かつ適正に実施し、完了す

る。（春日中学校 令和９年３月完了、

春日東中学校 令和９年２月完了）

（２）自助意識、安全対応

能力の向上

－ ◆交通安全教室の実施

◆避難訓練の実施や地域防災訓練への参

加

◆熱中症予防講習、救急救命講習の実施

◆ＳＮＳの適切な利用をはじめとする情

報リテラシー教育の推進

・各学校で交通安全教室を実施してい

る。

・各学校で避難訓練を実施している。

・中学校で、熱中症予防講習、救急救命

講習を行っている。

・情報リテラシー教育についての講話等

が各校の教育指導計画に位置付けら

れ、その実践を図ることができている。



３ 家庭・地域の教育力充実への支援

施策（大項目） 中項目 小項目
令和８年度の取組

(◇：新規、◆：継続)
令和８年度の取組の達成基準

［１］家庭教育力の充実

への支援

（１）家庭教育の学びや

交流の場の充実

－ ◇ＰＴＡ家庭教育学習会の支援 ・実施ＰＴＡ１団体以上

◆学びや交流を深める家庭教育学級、子

育て講演会の実施

◆家庭教育に関する動画作成

◆小中学校における子育て講演会の実施

・受講者アンケート満足度 76％以上

・動画作成3本以上

・受講者アンケート満足度 76％以上

（２）家庭における子ど

もの基本的生活習慣の確

立

－ ◆学校と家庭が連携した睡眠教育（眠育）

の推進

・小中学校における授業、睡眠日誌、ア

ンケートの計画的実施

［２］地域教育力の充実

への支援

（１）放課後子供教室（ア

ンビシャス広場）の充実

－ ◆放課後子供教室の継続実施

◆活動者への情報提供や研修会の実施

・放課後子供教室の活動支援及び取組の

充実

・「かすがアンビネット」の実施及び事後

アンケートにおける参加者満足度85％以

上

（２）地域の青少年育成

活動の支援

①青少年育成市民会議の支援 ◆六中・生徒会サミット研修会、実践発

表会等の共同実施及び団体の活動支援

・六中・生徒会サミット研修会、実践発

表会等の共同実施

②子ども会活動等の支援 ◆子ども会育成会連絡協議会が主催する

リーダー育成事業の共同実施及び団体の

活動支援

◆市内各子ども会活動に対する活動支援

・共同実施によるリーダー育成事業の円

滑な運営

・子ども会活動助成金の申請団体数(前
年度以上)

（３）地域で子どもを育

てる活動の促進
－ ◆地域で子どもを育てる活動に関わる個

人、団体等の情報共有や交流の機会の充

実

◆活動促進のための地域活動指導員によ

る継続的な情報収集及び発信

・活動促進のための地域活動指導員によ

る継続的な情報収集及び発信

・地域活動指導員だより「らいん」（情報

紙）の発行（年２回）

［３］学びの継続支援と

きっかけづくり

（１）学びの継続支援 ①団体の支援 ◆社会教育関係団体等の活動の持続性と

活性化への支援

・団体の活性化につながる情報提供の継

続

（２）学びのきっかけづ

くり

①学びの機会の情報発信 ◆多様な媒体を通じた社会教育関係団体

等が提供する学習機会の継続的な情報提

供

・市報、市ウェブサイト、ＳＮＳなど多

様な媒体の活用

②成人の日祝賀行事等の実施 ◆新成人を対象とした啓発物の送付

◆２０歳を対象とした「二十歳のつどい」

の実施

・１８歳の新成人への啓発の実施

・２０歳を対象とした円滑な式典運営及

び開催


